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アルゼンチンアルゼンチンアルゼンチンアルゼンチン‐‐‐‐現地現地現地現地税関税関税関税関規則規則規則規則 
 
 
背景背景背景背景 
現在、アルゼンチンの港に寄港する多くの船舶（特に複数の港に寄港する場合）

が、「アルゼンチン税関検査団」による検査を受けるようになってきています。

特に、燃料油、潤滑油のの誤申告、二重申告などが問題視されています。 
 
燃料庫の誤申告や二重申告の問題は、船舶がコモン・ロードに入り、アップリバ

ーの港（特にサン・ニコラとサン・ロレンツォ）に進入する際に発生しています。

検査団では、これらの港において検査を実施し、多額の罰金が科せられる可能性

のある不正申告を積極的に取り締まっている模様です。特に、サン・ニコラ港で

の取り締まりが強化されています。 
 
最近、ガードでは、サン・ロレンツォに寄港した船舶のケースを扱いました。入

港手続きの際、税関職員は、エンジンに含まれる化学物質や潤滑油などの必要項

目がまとまられた2ページの付属文書の付いた船用品目録を船長から受け取りま
した。積み込み作業時に、船舶に乗船した税関検査団の担当官が、検査を通じて

確認された潤滑油と油脂の量が船用品目録の記載内容と相違があることを発見し

たのです。機関部の化学物質と油脂をすべて詳細に記載したリストを船用品目録

の付属文書として追加提出したものの、二重申告とみなされて、船舶に罰金が科

されたというものです。 
 
現地現地現地現地のののの税関税関税関税関規則規則規則規則 
入港手続の際、船長は現地の税関規則に従って、貨物のほかに、船舶用品、燃料

油を税関に申告しなければなりません。アルゼンチンの税関では、船舶用品と燃

料油は貨物と同じカテゴリーに分類されるため、申告した量と税関が検査で確認

した量に相違がある場合には、多額の罰金や物品の押収を受ける可能性がありま

す。 
 
アルゼンチンの法律では、不正申告に対して2つの罰則が定められています。1つ
は、税関は不正申告に対してCIF（運賃保険料込み）相当額の1～5倍までの罰金を
科すことができます。反証がない場合には、対象積荷が税金の支払いを逃れて市

場で売却されたものとみなされます。 
 
2つ目の選択肢として、税関は船内で発見した未申告の物品を押収した上に、貨
物のCIF相当額を上限として罰金を科すことができます。物品が押収できない場
合には、貨物のCIF相当額の2倍までの罰金を科すことができます。 
 
関税および航海に係る法律では、港湾代理店も税関が課す罰金に対して連帯責任

を有します。そのため、船舶に対する法的手続きが開始された場合には、港湾代

理店も罰金対象となるリスクがあります。したがって、港湾代理店は、税関によ

る法的手続きが開始された場合には、通常、P&Iクラブの保証状の形式により、船
主に保証を求めることになります。 
 
勧告勧告勧告勧告 
ガードでは、状況に適切に対応し、問題解決を図るには、以下を検討する

ことが必要であると考えます。 
荷卸し作業時に不足が生じた場合は、その不足量が税関規則に定められて

いる許容範囲を超えていないか判断し、その規則では罰金と賦課金が規定

されているか、あるいは賦課金のみが規定されているかチェックし、費用

とメリットを考慮した上で、抗弁によって好ましい結果が得られるかどう

か判断してください。 
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1つの対処方法として、以下の方法があります。 
 
• 積み込み時に喫水検査を実施し（可能であれば現地の税関の立ち会いを求める。）1

、

喫水検査での積み込み量を船荷証券に記載する。 
• 積み込みの完了後、貨物スペースの入口（ハッチカバーなど。）をすべて封鎖する。
可能であれば、積載港の税関当局と共同で実施する（推奨）。 

• 船がアルゼンチンに到着する前に、港湾代理店から税関または荷受人対して、到着
時に共同で喫水検査を実施することを勧誘するレターを送付し、積載港で実施した

入口の封鎖を共同で解除する。 
• 上記の完了後、すべての関係当事者が共同で「Empty Hold Certificate（船倉空荷証明
書）」を発行する。 

 
物品の誤申告の場合: 燃料庫、潤滑油、船用品の申告ミスまたは誤申告に関する関税申告
書を発行する際には注意が必要です。内容を十分に精査してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1
喫水検査の費用は船主が負担します。サーベイヤーから見積を取得する際には、現地担

当者によるサポートの提供が可能です。 


